
五十嵐川の過去の主要水害 

五十嵐川主要水害（参考文献「三条市史」） 

時代 年月日 災害の概況 被害の概要 備   考 

江戸 1867.6.1 
慶応４年 

「田島切れ」。五
十嵐川大洪水。 

三条市の公記録上最初の田島土手切れであった。切れ込
み場所は現高善工場の裏土手といわれ、明治年代中、田
島の破堤三度のはじめである。 

 

1872.8.1 
明治５年 

信濃川・五十嵐川
両川大洪水。 

特に嵐南一体地の被害は、近世の史上希に見る惨状を呈
したが、築堤の恩人、松尾与十郎が救済事業に蹶起した
のは、この直後であった。 

松尾与十郎の請願により
明治 8 年 8 月に着工し明
治 10 年 10 月五十嵐川左
岸堤防完成。 

1894.8.12 
明治27年 

「上田島堤防切
れ」。五十嵐川大
洪水。 

１６人の溺死者と１３戸の流出家屋をだした。２７年破
堤寺の水は下田島入口から右折して北流したので、一ノ
木戸、三条とも殆ど被害がなかったと伝えられる。 

 

明治 

1897.8.7 
明治30年 

「三竹切れ」。五
十嵐川大洪水。 

降雨中又もや五十嵐川大洪水のために大崎村三竹の堤防
大決壊となった。この時は三条の全町は勿論、裏館、荒
町全郷を含めて泥海と化したが、大字三条地内で道路面
が水中に没しなかったのは、上町と四ノ町のみといわれ、
常磐町、門前町裏、などの低位地の家屋は何れも床上四、
五尺の浸水であった。 

 

1914.8.27 
大正2年 

信濃川・五十嵐川
洪水。 

信濃川・五十嵐川洪水。流失家屋1、浸水床上442、床下
43、冠水田大島村321町、本成寺村20町、大崎村堤防大
決壊 

 

1915.8.14 
大正3年 

一の町・二の町地
内堤防越水。 

信濃川・中之口川筋の上須頃堤防欠壊５箇所、下須頃・
大島漏水、三条市床上230、床下30 

 

1918.10.1 
大正6年 

信濃川・五十嵐川
洪水。 

五十嵐川増水のため、一の町・三の町地先、松栄橋たも
とで堤防越水、信濃川洪水で堤防各所で欠壊。五十嵐川
右岸・左岸とも浸水多数、大島字下河旧堤、上須頃内、
三条地内（108ｍ）の信濃川堤防損傷。 

 

1925.8.22 
大正13年 

五十嵐川洪水と
なる。 

21日夕方から降り出し、22日終日激甚な風雨のため、五
十嵐川洪水となる。市内の低地にある街路はほとんど水
路と化し、須頃の中州欠壊、瑞雲橋の橋台石垣が崩壊。 

 

大正 

1926.7.28 
大正15年 

「諏訪・曲淵切
れ」 

 

28日深更より朝にかけて豪雨あり、五十嵐川出水、破堤
のため嵐南一体は泥海と化し、浸水１週間に及ぶ。嵐南
にも被害があった。諏訪・曲淵・西本成寺地内破堤６ヶ
所、欠壊４ヶ所、家屋の流失６、全潰１２、浸水９５２、
田畑冠水３２０町歩、死亡１、負傷２７人、被害額１１
６万円。 

この洪水を機に、昭和 8
年11月五十嵐川河身改修
工事を起工し、4年の歳月
と六十余万の巨費をかけ
て 12 年 10 月竣工し、現
在の河状となった。 

1930.7.11 
昭和５年 

五十嵐川氾濫堤
内浸水。 

四日町・由利・八幡小路・古城町・田島・西裏町等被災。  

19307.20 
昭和５年 

豪雨で江筋の排
水不能 

四日町・神明町・居島裏・上町等で床上浸水があった。  

1935.10.18 
昭和10年 

新通川溢水 四日町金工試場付近から嵐南堤防に至る間はほとんど床
上・床下浸水。 

 

1941.7.20 
昭和19年 

梅雨前線により
河川増水 

新大橋橋脚折損・田島橋、一新橋、御蔵橋の芥除流失、
浸水300戸、田畑冠水。 

この洪水を契機に、計画
高水流量を 1120m3/S から
1420 m3/Sに増加し、笠堀
ダム築造を計画。 

1949.7.30 
昭和24年 

ヘスター台風。五
十嵐川急激に増
水 

一新橋３分の１流失、田島橋傾斜。  

1956.7.15 
昭和31年 

五十嵐川・新通川
溢水 

四日町・荒町・古城町で床下浸水350戸。  

1961.8.5 
昭和36年 

「８．５集中豪
雨」。 

8/5朝～8/7朝までに301.8ミリの降雨。御蔵橋・新大橋・
渡瀬橋流失。月岡・田川・新保・曲淵・田島側堤防決壊。 

 

1964.7.7 
昭和39年 

「７．７水害」。
五十嵐川氾濫 

中新堤防２００メートル欠壊。行方不明１人、軽傷2人、
床上浸水62棟・床下425棟。 

 

昭和 

1978.6.26 
昭和53年 

 笠堀ダムがほぼ満杯となり、なお下流部で越水破堤し三
条市を中心として田畑の浸水、家屋の床上浸水が生じた。 

 

※ゴシックは改修の契機となった水害 

五十嵐川改修履歴 

年度 基本高水流

量 

（m3/s） 

計画高水流量 

（m3/s） 

河川改修区間 契機となった洪

水 

洪水調節施設 

明治8年 － － 五十嵐川左岸堤防築

造。 

（明治10年完成）。 

明治5年8月 － 

昭和8年 － 1,120 五十嵐川河身改修工

事。（昭和12年完成）。

ほぼ現在の堤防が完

成。 

これ以降、護岸工事や

補修工事程度以上の

大規模な改修工事は

実施されていない。 

大正15年7月 － 

昭和36年*1 2,000 1,600 － 昭和36年8月 笠堀ダム（昭和39年

度竣工） 

昭和55年*1 3,600 2,400 － 昭和44年8月*2 笠堀ダム（昭和39年

度竣工）、大谷ダム

（平成5年度竣工） 

*1ダム本体着手年度。 

*2昭和44年8月洪水は笠堀ダムではサーチャージ水位ぎりぎりまで調節を行い、下流域で降雨量が少なかったことも幸

いにして三条市及び下田村は辛うじて大被害を免れた。（「大谷ダム工事誌」（新潟県三条土木事務所，H6.3） 

 

表－１(a) 過去の主要水害と改修履歴（五十嵐川） 

３ 



刈谷田川の過去の主要水害 

刈谷田川主要水害（参考文献「中之島村史」「見附村史」「水沼三郷の史」） 

時代 年月日 災害の概況 被害の概要 備   考 

1870.3.25 

明治３年 

刈谷田川出水 中之島破堤  

1885.10 

明治５年 

刈谷田川出水 中之島破堤  

1891.7.20 

明治24年 

刈谷田川出水 六所・野口・猫輿野が破堤  

明治 

1905.7.3 

明治38年 

刈谷田川出水 猫輿野と大沼の赤沼通悪水払水門付近が破堤。三沼で

床上浸水。 

 

大正 1926.7.28 

大正15年 

土石流 土石流により栃尾の町が押しつぶされた。倒壊流失家

屋548戸、橋の流失５３ヶ所、死者行方不明１０５人 

 

1952.6.4 

昭和27年 

刈谷田川・猿橋

川出水 

水田５５０町歩冠水。刈谷田川、猿橋川等の増量と重

なり、排水不能の状態で湛水した。無収穫田が 150～

200町歩、約１億円の被害と推定。 

 

1961.8.5 

昭和36年 

「８．５水害」。

刈谷田川出水 

刈谷田川は全域に亘って溢水し、ついに五百刈部落の

民家密集地区の堤防が、約１６０ｍに亘って破堤し

た。低地帯では水深２ｍ、道路上数十 cm の水位とな

って、中之島村耕地2500ha（全耕地の７０％）が荒海

のように変貌した。三沼で床上浸水、刈谷田川橋と改

修橋が流失。 

    

1964.7.7 

昭和39年 

「７．７水害」。

刈谷田川出水 

猫輿野地内が右岸堤防破堤、五百刈地内の西小川江樋

管付近も破堤、三沼床上浸水２戸。 

この水害を契機と

して刈谷田川の大

改修工事が行われ

た。 

昭和 

1978.6.26 

昭和53年 

刈谷田川出水 今町大橋上流１００ｍ地点で、27 日正午の水位は

7.40mとなり警戒水位5.7mを大幅に越えた。刈谷田川

の大改修工事により事なきを得た。ところが村内に振

った雨が吐ききれなく稲は水没し大湖のようになっ

た。 

 

※ゴシックは改修の契機となった水害 

 

刈谷田川改修履歴 

年度 基本高水流量 

（m3/s） 

計画高水流量 

（m3/s） 

河川改修区間 契機となった

洪水 

洪水調節施設 

大正8年 － 650 旧信濃川合流点より上流

２０ｋｍ。（昭和16年改修

終了。） 

 － 

昭和23年 － 950 旧信濃川合流点より上流

２０ｋｍ。 

昭和19年7月  

昭和28年 － 1,050 旧信濃川合流点より上流

の見附市今町大堰までの

区間。（中小河川改修事業） 

昭和19年7月  

昭和37年 － 1,550 旧信濃川合流点より上流

の見附市今町大堰までの

区間。（中小河川改修事業） 

昭和36年8月  

昭和39年 1,700 1,550 旧信濃川合流点より上流

の見附市今町大堰までの

区間。（中小河川改修事

業：平成8年度まで） 

見附市今町大堰より栃堀

までの区間。（災害復旧助

成事業：昭和44年度完成） 

昭和39年7月 刈谷田川ダム（昭

和55年度竣工） 

 

表－１(b) 過去の主要水害と改修履歴（刈谷田川） 

４ 


